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第２回　しずおか健康長寿財団理事長杯カローリング大会　in　富士市富士川

　第２回しずおか健康長寿財団理事長杯カローリング大会が、1１月６日（金）富士市立富士川体育
館で、県下２６チーム、８４名が参加し実施されました。
　カローリング競技は、子供から高齢者まで年齢、性別、体力に関係なく車椅子の方も気軽に参加でき
る楽しいコミュニケーションスポーツとして、全国各地で競技会が開催され急速に普及しています。
　静岡県においては、令和元年１０月に日本カローリング協会へ加入し、静岡県カローリング協会（会長　
岡田行一氏）が発足しました。
　令和元年１０月３１日、静岡県カローリング協会発足記念として第１回しずおか健康長寿財団理事
長杯カローリング大会が裾野市民体育館で開催され、今回第２回しずおか健康長寿財団理事長杯は
富士市立富士川体育館で行われました。第３回は令和３年に長泉町で実施される予定です。年々、
県下のカローリング人口は、急速な普及を呈してきており、特に高齢者の健康づくり・仲間づくりに欠かせ
ないコミュニケーションスポーツとして重要視されています。
　写真左→　しずおか健康長寿財団理事長杯優勝カップ
　写真右→　富士川体育館内競技会場　７コート風景

　富士市立富士川体育館に入るとすぐに、しずおか健康長寿財団の職員による全出場者の検温・手
のアルコール消毒・健康問診を受け健康に問題ないことを確認してから競技会場に入っていきます。
　各選手は、会場内に入ると静岡県カローリング協会の受付（写真右）で諸手続を行い、競技の準備
に入ります。

　本大会の特徴として、競技開始前の時間を利用し、静岡県カローリング協会会長である岡田行一氏
が、本日参加された全選手希望者を対象にカローリング審判講習会を実施しました。
　この取組は初の試みで、静岡県カローリング人口の普及とカローリング競技技能の向上を狙いとして実
施されたものです。
　写真左→　カローリングオフィシャルルールをわかりやすく説明し審判員の心得を説く静岡県カローリング
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開会式 開会式　選手のみなさん

来賓あいさつ 選手宣誓

試合開始前練習 最高齢　佐々木節朗さん

　　　　　　　　協会会長　岡田行一氏（講師）
　写真右→　熱心に説明を聞く受講者の皆さん

　開会式もコロナ感染予防対策として、各チームは１名の代表者を開会式に送り込み、残った選手は
開会式場横でソーシャルデスタンスを保ちつつ遠隔開会式に臨みました。
　　写真左→　岡田行一会長の開会挨拶
　　写真右→　各チーム代表者は十分な間隔を開けて開会式に参加

　来賓として、しずおか健康長寿財団北詰常務理事の挨拶（写真左）に続き、選手宣誓は富士市たん
ぽぽチームの青木久子選手と、ひまわりチームの太田多賀選手が力強い声で「宣誓！全世代で楽しめ
るカローリング大会に出場する我々選手一同は、健康で長寿を目標に各チームとの交流を深め、楽しく
大らかに正々堂々と競技することを誓います。」と元気よく宣誓してくれました。

　競技前の大切な時間を利用して各選手は、各レーンの特徴をつかむため、ポイントゾーンをめがけジェ
ットローラーの走行具合を確かめています。
　写真左は、本大会の最高齢者である沼津市戸田「ヘダ高足ガニチーム」で出場する佐々木節朗さん
（８９歳）です。もうすぐ９０歳になるそうですが、足腰もしっかりとしチームの牽引役として活躍されていま
す。
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試合開始 競技風景

接戦？ すそのん　VS　すこやか

得点集計中 得点は？

優勝「静岡・空チーム」 準優勝「あすなろチーム」

　試合開始です！１～７レーンの選手が一斉スタートしました。
各選手は、スローラインから１１ｍ先のポイントゾーンをめがけ、ジェットローラーを投球していきます。本日
の試合は、時間制限ではなく１回から５回までの得点を競い合う方式を取り入れています。
　２レーンの第一試合、前半戦は裾野３チームVS長泉トリオ冨岡チームが熱戦を繰り広げています。写
真左は、裾野３チームでサブキャプテンの土屋つや子選手の一投目です。写真右は、３～７レーンの各
選手の皆さんが真剣な表情でポイントゾーンをめがけ、ジェットローラーを投球しています。

　午前の第１試合後半戦６レーンでは、しずおか健康長寿財団「すこやかチーム」VS裾野市「すそのん
チーム」が対戦しました。
白熱した好試合で、得点判定（写真左）も真剣なまなざしでしたが、試合を終え両チーム笑顔で記念
撮影パチリ！

　一番大変な得点集計作業は、しずおか健康長寿財団の高林幸彦さんが担当し、手際よく処理してく
ださいました。次から次へと入って来る得点用紙を一人で転記し、小数点下６位までの数値を記入して
いきます。
　写真右は、自チームの順位を心配そうに見つめたり、スマホで撮ったりして掲示板の前はごった返して賑
やかです。

　全２６試合を終え、２試合総得点36.060011点の「静岡・空チーム」が見事栄冠を勝ち取り、準優勝
は富士市「あすなろチーム」、３位は長泉町「トリオ冨岡チーム」でした。みなさんおめでとうございます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜得点＞
　　　　　　　　　　　　優　勝　　静岡・空チーム　　　　　３６．０６００１１点　　　　　
　　　　　　　　　　　　準優勝　富士あすなろチーム　　　３３．０００８０５点
　　　　　　　　　　　　３　位　　長泉トリオ冨岡チーム　　３３．００００１２点

　　　　　　　　取材：富士・富士宮・北駿地区担当　生きがい特派員　渡邊英機
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